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七
月
三
〇
日
、
中
国
・
国
営
新
華
社
通
信
は
、
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
区
ヤ
ル
カ
ン
ド
県
で
、
二
八
日
朝
、

刃
物
や
お
の
を
持
っ
た
武
装
集
団
が
地
元
政
府
庁
舎
や
派
出
所

を
襲
撃
し
、
市
民
に
無
差
別
に
切
り
つ
け
、
漢
族
や
ウ
イ
グ
ル

族
ら
数
十
人
が
死
傷
し
た
と
伝
え
た
。
新
華
社
は
「
組
織
的
で

綿
密
に
計
画
さ
れ
た
重
大
な
テ
ロ
」
と
報
じ
て
い
る
。

　

中
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
二
八
日
早
朝
に
現
地
で
警
察
官

が
爆
発
物
を
持
っ
た
武
装
集
団
を
発
見
、
容
疑
者
ら
は
逃
走
後

に
再
び
政
府
庁
舎
な
ど
を
襲
っ
た
と
い
う
。
今
回
の
襲
撃
事
件

は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
西
部
ヤ
ル
カ
ン
ド
郊
外
に
あ
る
町

Elixhu

周
辺
で
二
八
日
午
前
、
刃
物
や
お
の
を
持
っ
た
暴
徒
が

政
府
庁
舎
、
警
察
署
、
通
行
す
る
車
を
襲
い
、
数
十
人
が
殺
害

さ
れ
た
と
い
う
。

　

国
営
新
華
社
通
信
は
、
こ
の
襲
撃
が
「
入
念
に
計
画
さ
れ
、

周
到
に
準
備
さ
れ
た
組
織
的
で
、
悪
質
か
つ
暴
力
的
な
テ
ロ
攻

撃
」
だ
と
し
、
多
数
の
漢
族
と
ウ
イ
グ
ル
族
の
市
民
が
殺
害
さ

れ
た
と
報
じ
た
。
そ
し
て
「
警
察
は
法
に
の
っ
と
っ
て
速
や
か

に
対
応
し
、
数
十
人
の
暴
徒
を
射
殺
し
た
」
と
し
た
。
自
治
区

当
局
が
二
日
に
開
催
し
た
対
策
会
議
に
よ
る
と
、
市
民
の
死
者

三
七
人
の
う
ち
漢
族
が
三
五
人
、
ウ
イ
グ
ル
族
が
二
人
。
一
三

人
が
負
傷
し
た
。「
暴
徒
」
側
の
死
者
は
五
九
人
と
発
表
し

た
。

　　

中
国
政
府
が
現
場
周
辺
の
立
ち
入
り
を
制
限
し
、
海
外
メ

デ
ィ
ア
も
強
制
的
に
排
除
す
る
な
ど
し
て
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
遮
断
さ
れ
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
県
に
出
入
り
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
状
況
で
、
中
国
当
局
の
一
方
的
な
情
報
し
か
流
れ
ず

確
実
な
情
報
の
把
握
は
難
し
い
が
、
米
政
府
系
の
自
由
ア
ジ
ア

放
送
（
Ｒ
Ｆ
Ａ
）
の
現
地
住
民
へ
電
話
取
材
と
ネ
ッ
ト
上
の
投

稿
情
報
に
よ
れ
ば
、
事
件
の
真
実
と
中
国
当
局
の
報
道
に
は
大

き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
海
外
の
ウ
イ
グ
ル
人
組
織
は
、「
テ
ロ
リ
ス
ト
に

よ
る
攻
撃
」
と
す
る
中
国
政
府
の
見
方
に
大
き
な
疑
義
を
抱
い

て
お
り
、
逆
に
現
地
で
ウ
イ
グ
ル
人
に
た
い
し
て
中
国
に
よ
り

虐
殺
、
国
家
テ
ロ
を
行
っ
た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
件
の
主
な
原
因
は
、
七
月
三
一
日
の
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
取

材
に
よ
る
と
、ラ
マ
ダ
ン
期
間
中
に
当
局
者
が
各
家
庭
を
回
り
、

女
性
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
ス
カ
ー
フ
を
着
用
し
て
い
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
こ
と
に
反
発
が
強
ま
っ
て
い
た
と
見
て
い

ま
す
。

　

特
に
七
月
一
八
日
ヤ
ル
カ
ン
ド
県
の
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｈ　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｑ

町
で
起
き
た
ス
カ
ー
フ
の
検
査
を
め
ぐ
り
、
警
察
官
が
七
歳
の

少
年
と
七
二
歳
の
老
人
を
含
む
家
族
五
人
を
射
殺
す
る
事
件
が

起
き
、
こ
れ
が
今
回
の
事
件
の
主
な
原
因
と
み
ら
れ
る
。

　

Ｒ
Ｆ
Ａ
の
取
材
を
受
け
た
現
地
女
性
の
話
で
、
こ
の
事
件
が

現
地
の
皆
の
間
で
伝
え
広
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
郊

外
に
あ
る
町Elixhu

、 Hangdi

の
一
部
の
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
抗
議
を
行
っ
た
が
、
多
く
が
警
察
官
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
と

い
う
。
現
地
の
ウ
イ
グ
ル
族
の
女
性
は
電
話
取
材
に
「
武
装
警

察
ば
か
り
で
、
取
り
締
ま
り
を
恐
れ
て
街
に
は
誰
も
出
て
い
な

い
。
道
路
も
検
問
が
あ
り
行
き
来
で
き
な
い
。
恐
怖
の
世
界
だ
」

と
伝
え
た
。

　

Ｒ
Ｆ
Ａ
に
よ
る
と
、
七
月
三
一
日
に
、Elixhu

の
第

一
四
、一
五
、一
六
村
で
三
〇
〇
〇
人
以
上
の
人
が
武
装
警
察
に

殺
さ
れ
た
と
手
紙
が
届
い
た
と
い
う
。
ま
た
八
月
一
日
に
世
界

ウ
イ
グ
ル
会
議
に
も
同
じ
内
容
の
手
紙
が
届
き
（
※
）、
こ
の

村
で
大
虐
殺
が
起
き
た
こ
と
を
述
べ
、
国
際
社
会
に
助
け
を
求

め
た
。

　

以
上
の
こ
と
を
含
め
、
八
月
一
日
、
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
記
者
が
現
地

に
電
話
取
材
を
行
い
、
虐
殺
の
真
実
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

電
話
取
材
に
出
た
現
地
住
民
男
性
の
話
に
よ
る
と
、
二
八
日

か
ら
今
日
ま
で
の
五
日
間
、
警
察
の
車
と
救
急
車
が
ず
っ
と

走
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
男
性
が
事
件
が
起
き
た
第
三
村

の
人
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
二
八
日
二
九
日
に
こ
の
村
で

家
か
ら
外
に
出
た
人
た
ち
に
武
装
警
察
が
無
差
別
に
発
砲
し
、

二
〇
〇
〇
人
以
上
の
人
が
死
ん
で
い
る
。
事
件
と
ま
っ
た
く
関

係
も
な
い
多
く
の
人
た
ち
が
、
自
宅
付
近
、
畑
で
農
事
を
や
っ

て
い
る
途
中
、
手
元
に
農
業
道
具
持
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
の

理
由
で
、
軍
隊
の
ス
ナ
イ
パ
ー
（
狙
撃
手
）
に
よ
り
長
距
離
で

射
殺
さ
れ
た
と
い
う
。町
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
死
体
が
見
え
、

家
か
ら
外
に
出
ら
れ
な
い
と
伝
え
た
。

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ヤ
ル
カ
ン
ド
で
お
き
た
中
国
当
局
に
よ
る
虐
殺
に
つ
い
て
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ま
た
Ｒ
Ｆ
Ａ
は 

中
国
語
放
送
で
も
、
現
地
在
住
漢
族
の
話

と
し
て
、
死
者
が
千
人
に
達
し
た
と
報
じ
た
。
ま
た
、
現
地
情

勢
に
詳
し
い
漢
族
女
性
は
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
対
し
、「
巻
き
添
え
に
な
っ

た
人
を
含
め
て
（
死
者
は
）
一
〇
〇
〇
人
に
上
る
」
と
述
べ

た
。

　

中
国
当
局
は
八
月
二
日
土
曜
日
の
報
道
で
、
七
月
二
八
日
ヤ

ル
カ
ン
ド
で
起
き
た
衝
突
で
市
民
が
三
七
人
死
亡
、
所
謂
「
暴

徒
」
が
五
九
人
死
亡
、二
一
五
人
が
拘
束
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。

中
国
・
国
営
新
華
社
通
信
は
七
月
二
九
日
の
報
道
で
、
二
八
日

ヤ
ル
カ
ン
ド
のElixhu

、 Hangdi

で
起
き
た
衝
突
で
数
十
人

死
傷
、
警
察
の
車
三
一
台
破
壊
、
そ
の
中
六
台
が
燃
や
さ
れ
た

と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
中
国
当
局
は
真
実
を
国
際
社
会
に
報
道
し

な
い
。
虐
殺
の
こ
と
を
隠
そ
う
と
し
て
い
る
。Tw

itter

、

Facebook

な
ど
ネ
ッ
ト
情
報
サ
イ
ト
で
も
、
七
月
二
八
日
、

二
九
日
の
衝
突
で
死
亡
し
た
人
が
中
国
当
局
の
発
表
を
超
え
死

者
が
二
〇
〇
〇
人
か
ら
三
〇
〇
〇
人
の
間
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

　

現
場
付
近
に
は
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
へ
向
か
う
中
国
人
民
解
放
軍

の
車
両
、
数
百
台
が
走
行
す
る
こ
と
な
ど
も
確
認
さ
れ
、
当
局

が
機
械
化
部
隊
を
現
地
に
派
遣
、
大
規
模
な
虐
殺
行
っ
た
と
い

う
見
方
も
あ
る
。ま
た
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
現
地
電
話
取
材
な
ど
に
よ
り
、

虐
殺
の
可
能
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
中
国
当
局
の
発
表
に
た

く
さ
ん
の
疑
問
が
残
さ
れ
て
い
る
。

※
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
と
ラ
ジ
オ
フ
リ
ー
ア
ジ
ア
に
届
い
た
ヤ

ル
カ
ン
ド
の
目
撃
者
か
ら
の
手
紙
の
日
本
語
訳
で
す
。
手
紙
の

英
訳
は
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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匿
名
の
目
撃
者
よ
り

注
：
原
文
の
手
紙
は
ウ
イ
グ
ル
語
で
書
か
れ
て
お
り
、
つ
い
最

近
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ヤ
ル
カ
ン
ド
県
で
起
き
た
、
中
国
治
安

部
隊
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
人
へ
の
残
忍
な
弾
圧
を
目
撃
し
た
証
人

か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
・
ア
レ
イ
ク
ム
（
こ
ん
に
ち
は
）【
ア
ラ
ビ

ア
語
で
元
の
意
味
は
「
神
の
平
和
が
あ
な
た
の
上
に
」】
愛
す

る
家
族
た
ち
（
亡
命
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
へ
）
！

　

私
た
ち
の
祖
国
は
今
、
過
激
な
暴
力
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
か
世
界
に
向
け
て
私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
欲
し

い
。
私
た
ち
の
現
況
は
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
も
の
だ
、
希
望
も
な

い
。
七
月
二
八
日
の
夕
方
、
イ
リ
シ
ュ
ク
ー
郷
一
五-

一
六-

一
七
地
区
に
て
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
女
性
た
ち
が
「
ラ
マ
ダ
ン
の

終
了
と
火
曜
日
に
支
援
が
来
る
の
を
」
祝
っ
て
夜
を
過
ご
そ
う

と
集
ま
っ
て
い
た
。
女
性
た
ち
は
三
〇
名
と
一
五
名
の
グ
ル
ー

プ
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
。
男
性
は
夜
の
祈
り
の
た
め
に
そ
の

場
に
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
女
性
た
ち
が
集
ま
っ
て
祈
り
を

す
る
と
い
う
情
報
は
、
一
人
の
協
力
者
に
よ
り
中
国
の
警
察
に

暴
露
さ
れ
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
て
完
全
武
装
し
た
中
国
軍
特

殊
部
隊
が
民
家
に
突
入
、子
供
を
含
め
中
に
い
た
住
民
を
銃
撃
、

全
員
が
そ
の
場
で
射
殺
さ
れ
た
。

　

ウ
イ
グ
ル
人
の
警
察
官
三
名
も
、
突
入
に
つ
い
て
漏
ら
し
た

と
の
疑
い
で
、
そ
の
場
で
処
刑
さ
れ
た
。
同
胞
た
ち
よ
、
今
私

【
日
本
語
訳
】
人
道
援
助
を
求
め
る
叫
び
が
ヤ
ル
カ
ン
ド
か
ら
届
く
！
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が
伝
え
よ
う
と
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
べ
て
真
実
だ
。

文
章
を
書
く
の
が
う
ま
く
は
な
い
の
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
、
真

実
の
み
を
伝
え
よ
う
と
思
う
。
今
私
た
ち
が
歴
史
上
最
悪
の
虐

殺
の
中
で
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
。
こ
う
し
て
書
い
て
い

る
と
き
で
す
ら
、
周
り
に
は
先
の
尖
っ
た
自
動
小
銃
で
武
装
し

た
中
国
軍
が
い
る
。
神
よ
、
ど
う
か
私
た
ち
に
安
全
な
場
所
を

与
え
た
ま
え
！ 

同
胞
た
ち
よ
、
ど
う
か
こ
の
言
葉
を
世
界
に

届
け
て
く
れ
。
色
々
な
国
の
言
語
に
こ
れ
を
翻
訳
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
う
。
私
た
ち
は
、
こ
こ
で
今
起
き
て
い
る
こ
と
を
国

際
社
会
に
知
っ
て
も
ら
い
、
自
分
自
身
の
目
で
確
か
め
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
と
も
こ
こ
へ
人
を
派
遣
し
て
も
ら
い
た
い
の
だ
。

　

同
胞
た
ち
よ
、
私
た
ち
の
た
め
に
祈
り
、
こ
の
窮
状
が
打
開

す
る
よ
う
願
っ
て
く
れ
。
私
が
情
報
を
得
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
こ
こ
は
激
し
く
爆
撃
を
受
け
、
そ
の
後
に
武
装
し
た
軍
隊

が
侵
入
し
、
生
存
者
を
根
絶
や
し
に
し
た
と
い
う
。
負
傷
者
の

中
に
は
首
を
絞
め
ら
れ
、
頭
を
切
断
さ
れ
た
者
も
い
た
。
そ
の

中
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
乳
飲
み
子
や
、
年
老
い
た
女
性
、
授

乳
中
の
母
親
ま
で
い
た
。
こ
の
辺
り
の
三
郷
で
生
き
残
っ
た
の

は
、
中
国
に
協
力
し
た
者
だ
け
だ
。
中
国
は
さ
ら
に
一
七
名

（
軍
人
）
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
を
送
り
込
み
、
生
存
者
が
い
な

い
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
そ
し
て
ま
だ
一
三
名
の
生
存
者
が
い

る
こ
と
を
郷
の
書
記
に
報
告
し
た
。
そ
の
生
存
者
た
ち
は
み
な

軍
が
射
殺
し
た
。
被
害
者
は
老
婦
人
一
名
、
妊
娠
中
の
女
性
一

名
、
あ
と
は
子
供
だ
っ
た
。Nash Kuruk

、Ishinko

そ
し
て

Dugbag

とKush Eriq

の
周
辺
で
も
、
ま
だ
虐
殺
が
続
い
て

い
る
と
の
報
告
も
あ
る
。
出
入
り
が
止
め
ら
れ
て
い
る
（
当
局

に
よ
り
遮
断
さ
れ
て
い
る
）
以
下
の
地
域
―
―
ヤ
ル
カ
ン
ド
地

域
の
マ
ル
キ
ト
県
、DugBag

、
イ
リ
シ
ュ
ク
ー
、Hengdi

、

Kush Yezik

―
―
こ
う
い
っ
た
地
域
で
も
、
い
ま
だ
犯
罪
行
為

が
進
行
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
川
の
内
部
地
域

H
ayat Iken

、Gulbaz

、Tupustaq

、Udanlik

、Chiraq

、

Tagarchi

、Yakachi

、M
isha

、Ishankol

内
に
お
い
て
も
、

拘
禁
が
今
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

誰
も
が
挨
拶
さ
え
恐
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
二
、三
人
の
人

間
が
集
ま
る
だ
け
で
も
逮
捕
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

現
在
ま
で
に
、
ど
れ
だ
け
の
人
間
が
拘
留
さ
れ
、
虐
殺
さ
れ
た

か
、
正
確
な
人
数
は
分
か
ら
な
い
。

　

な
に
し
ろ
軍
隊
以
外
の
者
は
隣
近
所
へ
行
く
こ
と
す
ら
で
き

な
い
の
だ
。
七
歳
の
女
の
子
を
殺
さ
れ
た
家
族
を
知
っ
て
い
る

が
、
よ
そ
に
住
む
叔
父
た
ち
は
弔
問
に
す
ら
行
け
な
か
っ
た
。

身
元
の
分
か
ら
な
い
犠
牲
者
の
遺
体
は
、
以
前
、
細
礫
（
建
材
）

を
運
ぶ
の
に
使
っ
て
い
た
建
設
工
事
用
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て

い
る
と
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　

友
人
た
ち
よ
、
イ
リ
シ
ュ
ク
ー
郷
は
ヤ
ル
カ
ン
ド
地
域
で
最

も
人
口
の
多
い
と
こ
ろ
だ
。
通
常
な
ら
ヤ
ル
カ
ン
ド
地
域
の
郷

に
は
、
少
な
く
と
も
五
〇
〇
か
ら
六
〇
〇
世
帯
が
居
住
し
て
い

る
。
イ
リ
シ
ュ
ク
ー
の
犠
牲
者
数
に
つ
い
て
は
約
三
〇
〇
〇
か

ら
五
〇
〇
〇
人
と
見
積
も
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
数
は
そ
れ
よ

り
も
も
っ
と
多
い
可
能
性
も
あ
る
。
現
時
点
で
、
こ
の
地
域
の

情
報
は
厳
し
い
監
視
下
に
あ
る
。
射
殺
さ
れ
た
三
名
の
ウ
イ
グ

ル
人
警
察
官
も
、
そ
の
情
報
を
外
に
漏
ら
し
た
疑
い
で
殺
さ
れ

た
の
だ
。

Photo by Gusjer, Flickr.com
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一
、
ウ
イ
グ
ル
人

　　

ウ
イ
グ
ル
人
は
、
起
源
的
に
ト
ル
コ
系
民
族
で
あ
り
、
中
央

ア
ジ
ア
の
タ
リ
ム
盆
地
周
囲
や
天
山
北
方
の
地
域
で
生
活
し
て

い
る
。
二
〇
一
四
年
現
在
ウ
イ
グ
ル
人
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
所

謂
中
国
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
人
口
は
、
中
国
政

府
関
係
の
統
計
に
よ
る
と
一
〇
〇
六
九
三
四
六
人
で
、
こ
の
地

域
の
四
五
％
を
占
め
て
い
る
。

　

ウ
イ
グ
ル
人
は
四
世
紀
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
高
原
や
中
央
ア
ジ
ア

で
の
遊
牧
民
族
と
し
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
内
陸
部
を
拠
点
と

し
て
遊
牧
国
家
を
形
成
し
、
征
服
先
に
オ
ア
シ
ス
国
家
な
ど
も

形
成
し
た
。
そ
の
活
動
領
域
は
北
ア
ジ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
か

ら
中
央
ア
ジ
ア
、
イ
ラ
ン
高
原
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
カ
フ

カ
ス
、
ギ
プ
チ
ャ
ク
草
原
、
ア
ナ
ト
リ
ア
を
経
て
東
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
バ
ル
カ
ン
半
島
に
ま
で
及
ん
だ
。

　

七
四
四
年
、同
じ
ト
ル
コ
系
の
テ
ュ
ル
ク
帝
国
よ
り
独
立
し
、

ウ
イ
グ
ル
（
九
姓
回
鶻
）
帝
国
を
建
国
、
ウ
イ
グ
ル
と
い
う
名

前
で
歴
史
の
舞
台
に
登
場
し
た
。
七
四
五
年
か
ら
、
モ
ン
ゴ

ル
か
ら
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
か
け
て
広
大
な
地
域
を
支
配
し
た
。

八
四
〇
年
、可
汗
位
〈
帝
位
〉
継
承
問
題
に
よ
る
王
族
の
内
紛
、

北
方
よ
り
進
入
し
た
モ
ン
ゴ
ル
系
の
キ
ル
ギ
ス
族
に
よ
っ
て
崩

壊
さ
せ
ら
れ
、
帝
国
の
崩
壊
に
よ
り
四
散
。
中
国
か
ら
見
る
と

西
域
に
移
動
し
た
。「
西
域
」
は
中
国
の
西
方
の
諸
国
を
中
国

人
が
読
ん
だ
汎
称
、
広
義
に
は
ペ
ル
シ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
・
シ

リ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
方
面
ま
で
含
む
。
狭
義
に
は
タ
リ
ム
盆
地
、

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
現
在
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
）
を
「
西

域
」
と
言
う
。

　

一
部
の
回
鶻
人
は
今
の
ト
ル
フ
ァ
ン
一
帯
で
高
昌
回
鶻
王
国

を
興
し
、
そ
の
一
部
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
一
帯
で
カ
ラ
ハ
ン
王
国
を

打
ち
立
て
た
。
移
動
し
て
き
た
ウ
イ
グ
ル
族
の
祖
先
は
こ
こ
で

生
活
し
て
い
た
他
の
古
代
民
族
と
融
合
し
て
最
終
的
に
現
代
ウ

イ
グ
ル
族
が
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
中
国
の
元
、
明
時
代
に

は
ウ
イ
グ
ル
族
を
「
畏
兀
児
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
が
、
清
王

朝
が
こ
の
地
域
に
侵
略
し
て
か
ら
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
が
信
仰
し

て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
が
「
回
教
」
と
称
さ
れ
た
た
め
、
ウ
イ

グ
ル
人
を
「
回
回
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
回
族

と
区
別
す
る
た
め
に
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
宗
教
界
上
層
の
人
々
及

び
年
上
の
人
た
ち
が
頭
に
幅
が
広
い
ガ
ー
ゼ
「
サ
ッ
ラ
」
を
巻

き
つ
け
た
の
で
「
纏
回
」
と
呼
ん
だ
。
一
九
三
〇
年
代
に
、
ウ

イ
グ
ル
の
人
た
ち
の
中
か
ら
「
纏
回
」
と
い
う
名
前
は
け
な
す

意
味
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
意
見
が
出
た
た
め
に
廃
止
さ
れ

た
。
一
九
三
五
年
に
〈
新
疆
〉
地
方
政
府
が
各
民
族
代
表
大
会

を
召
集
し
、「
維
吾
爾
」
と
い
う
漢
字
音
訳
の
名
前
を
使
用
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

二
、
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
に
つ
い
て

　

ウ
イ
グ
ル
語
は
ア
ル
タ
イ
語
族
の
東
ト
ル
コ
語
系
に
属
す

る
。
ウ
イ
グ
ル
語
は
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、

古
代
ウ
イ
グ
ル
語
時
代
（
オ
ル
ホ
ン
時
代
ウ
イ
グ
ル
語
）、
中

世
期
ウ
イ
グ
ル
語
時
代
、
近
代
ウ
イ
グ
ル
語
時
代
（
チ
ャ
ハ
タ

イ
語
時
代
）
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
時
代
に
分
け
ら
れ
る
。
古
代
ウ

イ
グ
ル
語
は
四
世
紀
か
ら
七
世
紀
ま
で
オ
ル
ホ
ン
川
や
エ
ニ

セ
イ
川
領
域
で
発
見
さ
れ
た
突
厥
碑
文
に
書
か
れ
た
オ
ル
ホ
ン

文
字
文
献
で
あ
り
、
オ
ル
ホ
ン
時
代
ウ
イ
グ
ル
語
と
も
呼
ば
れ

る
。

　

中
世
期
ウ
イ
グ
ル
語
は
、
八
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
ま
で
用
い

ら
れ
た
ウ
イ
グ
ル
語
を
指
す
。
こ
の
時
期
に
ト
ル
フ
ァ
ン
周
辺

で
仏
教
を
信
仰
す
る
高
昌
回
鶻
王
国
と
カ
シ
ュ
ガ
ル
周
辺
で
イ

ス
ラ
ー
ム
教
を
信
仰
す
る
カ
ラ
ハ
ン
王
国
が
成
立
し
た
。
高
昌

王
国
時
代
に
は
仏
教
の
影
響
で
、
漢
語
で
書
か
れ
た
多
く
の
文

献
が
ウ
イ
グ
ル
語
に
訳
さ
れ
た
。
カ
ラ
ハ
ン
王
国
時
代
に
は
イ

ス
ラ
ー
ム
教
の
影
響
で
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ペ
ル
シ
ア
語
か
ら
ウ
イ

グ
ル
語
に
大
量
の
語
彙
が
流
入
し
、
古
代
ウ
イ
グ
ル
文
字
で
あ

る
回
鶻
文
字
が
放
棄
さ
れ
て
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
使
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　

近
代
ウ
イ
グ
ル
語
（
チ
ャ
ハ
タ
イ
語
）
は
、
一
三
世
紀
半
ば

か
ら
一
五
世
紀
末
ま
で
に
用
い
ら
れ
た
ウ
イ
グ
ル
語
を
指
す
。

一
三
世
紀
半
ば
か
ら
一
五
世
紀
半
ば
ま
で
は
チ
ャ
ハ
タ
イ
語
の

形
成
段
階
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
高
昌
文
語
と
カ
ラ
ハ
ン
文
語

が
混
用
さ
れ
、
更
に
そ
れ
ら
に
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ペ
ル
シ
ア
語
か

ら
多
く
の
語
彙
が
入
っ
て
き
た
。
一
五
世
紀
半
ば
か
ら
一
七
世

紀
初
期
ま
で
、
チ
ャ
ハ
タ
イ
語
が
安
定
し
て
使
わ
れ
、
最
高
に

発
展
し
た
時
期
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
哲
学
、
文
学
、
歴

ウ
イ
グ
ル
人
と
ウ
イ
グ
ル
文
化
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史
、
医
学
に
関
す
る
多
数
の
文
献
が
書
か
れ
、
ア
ラ
ビ
ア
語
や

ペ
ル
シ
ア
語
の
優
れ
た
作
品
が
チ
ャ
ハ
タ
イ
語
に
翻
訳
さ
れ

た
。一
七
世
紀
の
初
め
か
ら
一
九
世
紀
の
終
わ
り
ま
で
の
間
に
、

チ
ャ
ハ
タ
イ
語
は
次
第
に
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
へ
と
変
化
し
始
め

た
。

　

現
代
ウ
イ
グ
ル
語
は
、
オ
ル
ホ
ン
時
代
の
ウ
イ
グ
ル
語
、
中

世
期
時
代
の
ウ
イ
グ
ル
語
、
チ
ャ
ハ
タ
イ
語
の
優
れ
た
伝
統
を

維
持
し
、
音
声
、
語
彙
や
文
法
構
成
が
再
構
築
さ
れ
た
ウ
イ

グ
ル
語
で
あ
る
。
現
代
使
わ
れ
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
族
の
共
通

語
の
形
に
な
っ
た
の
は
一
九
世
紀
の
三
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
出
版
事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら

現
代
ウ
イ
グ
ル
語
は
急
速
に
発
展
し
、
短
大
生
、
大
学
生
に
教

え
る
た
め
に
、
ウ
イ
グ
ル
語
の
特
徴
に
基
づ
き
、
三
二
の
音
声
、

ま
た
そ
の
音
声
を
記
録
す
る
た
め
の
三
二
個
の
文
字
や
文
字
の

書
き
方
や
発
音
の
仕
方
を
定
め
た
『
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
』
と
い

う
教
科
書
が
出
版
さ
れ
て
以
来
、
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
を
系
統
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
基
礎
と
し
て
形
成
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
文

字
に
対
し
て
一
九
三
〇
年
と
一
九
五
一
年
の
二
度
に
亘
っ
て

文
字
改
革
が
行
わ
れ
、
現
用
の
ウ
イ
グ
ル
文
字
と
な
っ
た
。

一
九
四
九
年
か
ら
中
国
共
産
党
に
よ
り
侵
略
さ
れ
、
一
九
五
六

年
に
漢
字
を
ピ
ン
イ
ン
化
す
る
動
き
に
伴
い
、〈
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
〉
で
も
ラ
テ
ン
文
字
を
基
礎
と
す
る
新
し
い
ウ
イ
グ

ル
文
字
「
新
文
字
」
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
一
九
六
五
年
に
「
新

文
字
」
と
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
基
礎
し
た
ウ
イ
グ
ル
文
字
「
老
文

字
」
を
同
時
に
使
い
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
文
字
は
二
六

個
の
ラ
テ
ン
文
字
に
六
個
の
非
ラ
テ
ン
文
字
を
加
え
た
全
部
で

三
二
の
文
字
が
あ
る
新
ウ
イ
グ
ル
文
字
で
あ
る
。
一
九
七
六
年

〈
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
政
府
〉
が
「
ウ
イ
グ
ル
老
文
字
の
使

用
を
停
止
す
る
」
と
い
う
決
定
を
出
し
た
が
、「
新
文
字
」
を

読
め
な
い
人
が
多
く
、
教
育
分
野
、
印
刷
設
備
、
管
理
部
門
で

も
全
面
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
反
対
の
声
が
起
こ

り
、
一
九
七
九
年
一
一
月
に
「
新
・
老
ウ
イ
グ
ル
文
字
を
同
時

に
使
用
す
る
」
と
言
う
声
明
を
採
択
し
た
が
、
今
度
は
、
二

種
の
文
字
を
使
う
こ
と
に
よ
り
矛
盾
が
発
生
し
た
。
そ
こ
で
、

一
九
八
二
年
に
「
新
文
字
」
の
使
用
が
停
止
さ
れ
、「
老
文
字
」

を
復
活
さ
せ
、
全
面
的
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
受
容

　　

ウ
イ
グ
ル
人
は
一
〇
世
紀
ま
で
仏
教
、
マ
ニ
教
、
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
、景
教
（
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
キ
リ
ス
ト
教
）
と
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
な
ど
を
信
仰
し
て
い
た
。
七
世
紀
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島

で
誕
生
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
一
〇
世
紀
か
ら
ウ
イ
グ
ル
地
域

に
伝
わ
り
、
一
五
世
に
全
域
が
イ
ス
ラ
ー
ム
化
し
た
の
で
あ

る
。

　

以
下
で
は
一
〇
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
ま
で
ウ
イ
グ
ル
人
が
イ

ス
ラ
ー
ム
教
を
受
容
し
た
経
緯
を
二
つ
に
分
け
て
考
え
て
行

く
。
一
つ
目
は
カ
ラ
ハ
ン
王
国
時
代
、
二
つ
目
は
チ
ャ
ガ
タ
イ

王
朝
時
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
受
容
で
あ
る
。

　

八
四
〇
年
に
モ
ン
ゴ
ル
草
原
で
は
ウ
イ
グ
ル
帝
国
が
崩
壊

し
、
ウ
イ
グ
ル
人
は
三
つ
の
ル
ー
ト
で
西
へ
移
動
し
た
。
一
部

の
ウ
イ
グ
ル
人
は
ベ
シ
ュ
バ
リ
ク
に
移
動
し
、
八
六
六
年
高
昌

回
鶻
王
国
を
建
て
た
。
他
の
一
部
は
、
チ
ュ
ー
河
畔
の
バ
ラ
サ

グ
ン
を
中
心
と
し
た
カ
ラ
ハ
ン
王
朝
を
建
て
た
。
後
に
宗
教
信

仰
の
違
い
に
よ
っ
て
、
ク
チ
ャ
が
高
昌
回
鶻
王
国
と
カ
ラ
ハ

ン
王
朝
の
国
境
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
ず
、
最
初
の
カ
ラ
ハ

ン
王
国
時
代
、
サ
ト
ュ
ク
・
ブ
グ
ラ
・
ハ
ン
（
カ
ラ
ハ
ン
王
国

二
代
目
の
王
）
は
サ
ー
マ
ー
ン
朝
（
八
七
五
～
九
九
九
）
の
影

響
で
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
、
カ
ラ
ハ
ン
王
国
で
初
め
て
イ
ス

ラ
ー
ム
教
を
信
仰
し
た
人
と
な
っ
た
。
サ
ト
ュ
ク
・
ブ
グ
ラ
・

ハ
ン
は
仏
教
を
信
仰
す
る
叔
父
か
ら
政
権
を
奪
い
、
カ
シ
ュ
ガ

ル
の
支
配
権
を
握
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
を
合
法
宗
教
と
宣
言

し
、
人
々
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
改
宗
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
た
。

当
時
、
カ
ラ
ハ
ン
国
で
主
流
だ
っ
た
宗
教
は
仏
教
で
、
ま
た
マ

ニ
教
、
景
教
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
信
仰
す
る
者
も
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
サ
ト
ゥ
ク
・
ブ
グ
ラ
・
ハ
ン
は
旧
来
の
宗
教
信
仰
を
捨

て
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
改
宗
さ
せ
る
た
め
に
強
制
的
な
措
置
を

と
り
、
ア
ラ
ビ
ア
国
家
を
モ
デ
ル
に
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
法
統
治

体
制
の
宗
教
法
廷
（Qazihana

）
を
設
置
し
た
。
こ
う
し
て

カ
シ
ュ
ガ
ル
の
支
配
者
と
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ク
・
ブ
グ
ラ
・
ハ
ン

は
、
カ
ラ
ハ
ン
王
国
の
人
々
の
半
分
を
イ
ス
ラ
ー
ム
教
へ
改
宗

さ
せ
た
の
で
、
カ
ラ
ハ
ン
王
国
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム

化
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

　

ム
サ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
・
ハ
ン
は
サ
ト
ュ
ク
・
ブ
グ
ラ
・
ハ
ン

の
息
子
で
あ
る
。
彼
は
ハ
ン
（
君
主
）
の
位
を
継
承
し
て
か
ら

九
六
〇
年
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
を
国
教
と
定
め
た
。
つ
ま
り
カ
ラ

ハ
ン
王
国
時
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
流
入
に
際
し
、サ
ト
ゥ
ク
・

ブ
グ
ラ
・
ハ
ン
や
ム
サ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
・
ハ
ン
が
イ
ス
ラ
ー
ム

教
を
受
け
入
れ
、
保
護
し
た
り
し
た
の
は
、
政
治
的
な
必
要
性

が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、

サ
ト
ゥ
ク
・
ブ
グ
ラ
・
ハ
ン
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
を
受
け
入
れ
た

こ
と
は
、
カ
ラ
ハ
ン
王
国
は
サ
ー
マ
ー
ン
朝
か
ら
の
「
聖
戦
」

の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
カ
ラ
ハ
ン
王
国

で
信
仰
さ
れ
た
仏
教
・
マ
ニ
教
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
等
を
イ
ス

ラ
ー
ム
教
と
比
較
す
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
信
者
に
対
す
る

結
集
力
が
強
く
、
特
に
ジ
ハ
ー
ド
精
神
は
権
力
者
に
と
っ
て
自

身
の
支
配
を
維
持
し
、
勢
力
を
拡
大
す
る
た
め
に
有
利
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
て
い
る
。

　

次
に
東
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ン
国
時
代
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
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教
が
大
量
に
流
入
し
て
定
着
し
た
と
さ
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
人
は

一
二
二
五
年
に
、
イ
ラ
ン
と
イ
ラ
ク
に
イ
ル
・
ハ
ン
国
、
中
央

ア
ジ
ア
に
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ン
王
国
、
黒
海
、
カ
ス
ピ
海
、
ア

ラ
ル
海
北
方
の
大
草
原
と
ロ
シ
ア
に
キ
プ
チ
ャ
ク
・
ハ
ン
国
を

建
て
た
。
こ
の
中
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ン
国
は
、
一
三
世
紀
に

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
次
男
チ
ャ
ガ
タ
イ
が
、
四
〇
〇
〇
人
の
モ

ン
ゴ
ル
人
と
と
も
に
中
央
ア
ジ
ア
に
移
住
し
て
成
立
し
た
国
家

で
あ
る
。
一
三
一
八
年
頃
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ン
国
は
内
部
争
い

に
よ
り
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
西
部
ハ
ン
国
と
東
部

チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ン
国
に
分
か
れ
た
。
一
三
四
六
年
、
ト
ゥ
グ

ル
ク
・
テ
ィ
ム
ル
が
東
チ
ャ
ガ
タ
イ
王
国
の
王
に
な
る
と
、
彼

は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
へ
改
宗
し
、
東
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ン
国
の
王

族
の
中
で
初
め
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
信
仰
し
た
人
に
な
っ
た
。

彼
は
天
山
北
部
で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
へ
の
信
仰
を
強
制
し
、
そ

の
結
果
一
六
万
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
改
宗
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ゆ
え
に
天
山
南
北
に
生
活
を
し
て
い
る
モ

ン
ゴ
ル
人
は
、
定
住
化
、
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
化
し
、
ウ
イ
グ
ル

人
に
融
合
し
た
と
い
う
。
ト
ゥ
グ
ル
ク
・
テ
ィ
ム
ル
は
、
モ
ン

ゴ
ル
人
に
対
し
て
強
制
的
な
方
法
を
用
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
へ

の
改
宗
を
実
行
し
、
ム
ハ
マ
ッ
ト
・
ヘ
イ
デ
ル
・
コ
ラ
ガ
ニ
の

『
タ
リ
ヒ
ー
レ
シ
デ
ィ
ア
』（
漢
語
訳　

第
一
部
二
三
三
ペ
ー

ジ
）
に
よ
れ
ば
、
サ
ッ
ラ
を
し
て
い
な
い
モ
ン
ゴ
ル
人
の
頭
部

に
釘
を
刺
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
チ
ャ
ハ
タ
イ
・
ハ
ン
国
時

代
で
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
子
孫
た
ち
が
カ
ラ
ハ
ン
王
国
の

ブ
グ
ラ
・
ハ
ン
王
族
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
達
成
し
た

の
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
が
布
教
さ
れ
た
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

の
南
方
に
次
い
で
、
仏
教
が
盛
ん
で
あ
っ
た
東
部
と
北
部
の
イ

ス
ラ
ー
ム
化
も
完
成
し
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
全
地
域
で
二
回
目

の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
定
着
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
一
〇
世
紀
に
ウ
イ
グ
ル
人
が
信
仰
す
る
よ

う
に
な
っ
た
後
、
ウ
イ
グ
ル
人
居
住
地
区
で
支
配
的
な
地
位
を

占
め
、
他
の
宗
教
を
排
除
し
て
ウ
イ
グ
ル
族
の
中
心
的
な
宗
教

に
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
ウ
イ
グ
ル
族
の
経

済
、政
治
、文
化
、生
活
習
俗
な
ど
の
す
べ
て
の
領
域
に
わ
た
っ

て
影
響
を
深
め
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
伝
統
文
化
の
中
に
イ
ス
ラ
ー

ム
教
の
要
素
が
頻
繁
に
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

四
、
言
語
文
字
と
日
常
生
活
用
語

　

カ
ラ
ハ
ン
王
朝
時
代
で
は
、
公
用
語
と
し
て
ウ
イ
グ
ル
語
と

古
代
ウ
イ
グ
ル
文
字
（
回
鶻
文
字
）
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
イ

ス
ラ
ー
ム
教
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
古
代
ウ
イ
グ

ル
文
字
は
ア
ラ
ビ
ア
文
字
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
っ
た
。『
文

学
と
歴
史
問
題
』
と
い
う
雑
誌
で
発
表
さ
れ
た
Ａ
．
ブ
ヨ
プ
コ

ウ
の
「
中
央
ア
ジ
ア
の
人
々
の
文
化
史
に
お
い
て
ウ
イ
グ
ル
人

が
果
た
し
た
役
割
」
と
い
う
論
文
に
は
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
域
で

の
ウ
イ
グ
ル
人
が
九
世
紀
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
使
っ
て
い
た

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
代
に
首
都
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
宮
廷
人
と
し
て
過
ご
し
た

バ
ラ
サ
グ
ン
生
ま
れ
の
ユ
ー
ス
フ
・
ハ
ー
ッ
ス
・
ハ
ー
ジ
ブ

（Yusup KhasHajip

）
が
一
年
半
の
歳
月
を
か
け
て
君
主
の

あ
る
べ
き
姿
、
主
君
の
守
る
べ
き
道
徳
的
心
得
を
説
い
た
『
ク

タ
ド
ゥ
グ
・
ビ
リ
グ
（
幸
福
に
な
る
た
め
に
必
要
な
知
識
）』

を
書
い
て
、
ス
レ
イ
マ
ン
君
主
に
献
呈
し
た
。
こ
の
書
物
は
一

種
の
教
訓
・
道
徳
書
で
あ
る
が
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
用
い
た
カ

ラ
ハ
ン
朝
ト
ル
コ
語
の
韻
文
で
書
か
れ
、
現
存
す
る
ト
ル
コ
・

イ
ス
ラ
ム
文
学
最
古
の
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、一
〇
七
四
年
に
完
成
し
た『
デ
ィ
ワ
ン
・
ル
ガ
ー
ト
・

テ
ュ
ル
ク Divan LughatTurk

（
ト
ル
コ
語
辞
典
）』
の
著
者

マ
フ
ム
ー
ド
・
カ
シ
ュ
ガ
ー
リ
ー
（M

ahm
udKashgari

）
も
、

バ
ク
ダ
ッ
ド
で
教
育
を
受
け
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
よ
く
で
き
た
人

で
、
こ
の
辞
書
も
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

史
上
初
の
ト
ル
コ
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
辞
典
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
が
入
っ
て
き
た
こ

と
の
他
に
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
文
学
作
品
が
回
鶻
文
字
（
古
代
ウ

イ
グ
ル
文
字
）
と
ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
書
か
れ
た
こ
と
や
、
作
品

の
内
容
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
世
界
初
の
ト
ル
コ
語
ア
ラ
ビ
ア
語
辞
典
が
発
明
さ
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
当
時
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
考
え
方
や
、
価
値
観
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
言
語
や
文
字
に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム

教
の
信
仰
を
通
じ
て
ア
ラ
ビ
ア
語
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ン
国
時
代
に
、
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
の
基
礎

と
な
っ
た
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
が
形
成
さ
れ
、
ウ
イ
グ
ル
文
字
は
ア

ラ
ビ
ア
文
字
を
基
礎
と
し
た
チ
ャ
ガ
タ
イ
文
字
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
。
現
在
で
も
こ
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
文
字
を
基
礎
と
し
た

現
代
ウ
イ
グ
ル
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ウ
イ
グ
ル
人
が
イ

ス
ラ
ー
ム
へ
改
宗
し
て
か
ら
、
日
常
生
活
の
中
で
使
う
言
葉
と

し
て
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
か
ら
入
っ
て
き
た
言
葉
が
現

在
で
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、dushm

en

（
敵
）、

dunya

（
世
界
）、din

（
宗
教
）、dost

（
友
達
）
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
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産
経
新
聞 

九
月
一
八
日
記
事
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
ウ
イ
グ

ル
族
の
生
活
や
政
治
状
況
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
積
極

的
に
発
信
し
、
中
国
当
局
か
ら
国
家
分
裂
罪
で
起
訴
さ
れ
た
ウ

イ
グ
ル
族
学
者
、
イ
リ
ハ
ム
・
ト
フ
テ
ィ
氏
の
初
公
判
が
一
七

日
、新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ウ
ル
ム
チ
市
の
中
級
人
民
法
院（
地

裁
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
複
数
の
関
係
者
が
明
ら
か
に
し
た
。

　

検
察
側
は
、
イ
リ
ハ
ム
氏
に
つ
い
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

新
疆
の
独
立
を
よ
び
か
け
、
国
家
の
分
裂
活
動
に
従
事
し
て
い

た
」
と
断
罪
し
、
イ
リ
ハ
ム
氏
側
は
「
国
家
分
裂
を
支
持
し
た

こ
と
は
な
く
、
新
疆
の
安
定
を
望
ん
で
い
る
だ
け
だ
」
と
反
論

し
、
無
罪
を
主
張
し
た
模
様
で
す
。

　

イ
リ
ハ
ム
・
ト
フ
テ
イ
氏
は
こ
れ
ま
で
、
過
激
な
闘
争
を
呼

び
か
け
た
こ
と
も
、
独
立
を
公
的
に
求
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
氏
の
主
張
は
、
早
急
な
独
立
に
反
対
し
、
ウ
イ
グ

ル
人
の
人
権
を
尊
重
し
た
上
で
漢
民
族
と
の
和
解
を
求
め
る
穏

健
な
も
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
イ
リ
ハ
ム
氏
は
今
年
一
月
一
五

日
に
北
京
で
警
察
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
六
月
二
六
日
ま
で
弁

護
士
と
の
接
見
を
認
め
ら
れ
ず
、
何
と
ト
フ
テ
ィ
氏
本
人
は
、

一
〇
日
間
は
食
事
も
与
え
ら
れ
ず
、
二
〇
日
間
に
わ
た
り
手
足

を
鎖
に
つ
な
が
れ
て
い
た
と
弁
護
士
に
話
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
是
非
は
別
に
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
が
議
論

さ
れ
る
中
、
こ
の
よ
う
な
穏
健
な
意
見
ま
で
も
が
弾
圧
さ
れ
る

中
国
は
、
世
界
の
中
で
も
ま
さ
に
人
権
後
進
国
と
い
う
べ
き
も

の
で
す
。
イ
リ
ハ
ム
・
ト
フ
テ
イ
氏
は
中
国
の
国
内
法
で
も
認

め
て
い
る
は
ず
の
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
当
然
の
自
治
権
を
求
め
る

穏
健
な
言
論
活
動
を
行
っ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
イ
リ
ハ
ム
・
ト

フ
テ
イ
氏
は
無
実
だ
、
と
い
う
声
を
、
皆
様
が
彼
が
自
由
に
な

る
ま
で
様
々
な
形
で
挙
げ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
と
も
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

イ
リ
ハ
ム
・
ト
フ
テ
イ
氏
は
無
罪
だ
！

国
家
分
裂
罪
で
起
訴
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
族
学
者
初
公
判
始
ま
る

編
集
部

Photo by Gusjer, Flickr.com
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今
年
も
八
月
一
五
日
の
終
戦
記
念
日
に
靖
国
神
社
前
で
チ
ラ
シ
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
ウ
イ
グ
ル
の
人
権
問
題
や
核
実
験
被
害
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
事
件
の
資
料
「
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
の
ヤ
ル
カ
ン
ド
で
お
き
た
中
国
当
局
に
よ
る
虐
殺
に
つ
い
て
」
を
含
む
約
五
〇
〇
〇
セ
ッ
ト
の
チ
ラ
シ

を
配
布
。

ヤ
ル
カ
ン
ド
事
件
と
二
〇
〇
九
年
の
ウ
ル
ム
チ
事
件
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
で
ウ
イ
グ
ル
の
現
状
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
多
く
の
応
援
と
励
ま
し
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
自
由
連
盟
党
の
方
々
も
南
モ
ン
ゴ
ル
の
弾
圧
を
伝
え
る
街
宣
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
暖
か
い
お
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
４
年
8
月
15
日
靖
国
神
社
前

チ
ラ
シ
配
布
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

アブドゥレヒム・オトキュル ( 著 ), 東 綾子 ( 翻訳 )　　　　　　まどか出版 (2009)

本書は 1986 年ウルムチで出版された『Iz( 足跡 )』を底本とした、ウイグル文
学の初めての邦訳である。著者のアブドゥレヒム・オトキュル氏はウイグル文学
史に燦然と輝く人物で、『Iz( 足跡 )』はウイグル人 720 万人のなか、5 万 4000 部
が発行される。しかし歴史の真実を凝視する彼の小説は中国当局により発禁処分
に遭ってしまう。中国最後の帝政が滅ぶ 20 世紀初頭、ウイグル人のティムル・
カリフは、同じウイグル人の王家による圧政に苦しむ民衆を救うべく、同志とと
もに立ち上がる。王家は鎮圧に動くが、そこには中国人たちの思惑もうずまいて
いた。本書は「中国の火薬庫・新疆ウイグル」が独立を求め続ける、その原点を
描いた壮大な歴史小説である。

英雄たちの涙―目醒めよ、ウイグル
編集部より、おすすめのウイグル書籍紹介



お知らせ　10

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
講
演
会
「
東
南
ア
ジ
ア
の
難
民
と
人
権
問

題 

現
場
か
ら
の
報
告
を
聴
く
」
の
お
知
ら
せ

　

私
た
ち
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
は
、
今
回
来
日
し
た
、
タ
イ
、

ビ
ル
マ
な
ど
で
人
権
問
題
や
地
元
の
産
業
育
成
に
現
場
で
尽
力

し
て
お
ら
れ
る
お
二
人
を
迎
え
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
人
権
問

題
、
そ
し
て
難
民
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
人
権
問
題
に
関
心
の
深
い
皆
様
方
の
ご
参
加
を
な
に
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

講
演
者

チ
ェ
リ
ー
ダ
・
タ
ジ
ェ
ロ
エ
ン
ス
ッ
ク 

先
生

タ
イ
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
代
表
。
タ
イ
で
人
権

問
題
や
難
民
問
題
に
広
範
囲
に
取
り
組
み
、
官
民
い
ず
れ
か
ら

も
信
頼
さ
れ
て
い
る
。

井
本
勝
幸 

先
生

ビ
ル
マ
民
族
統
一
連
邦
評
議
会
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
著
書
「
ビ

ル
マ
の
ゼ
ロ
・
フ
ァ
イ
タ
ー 

ミ
ャ
ン
マ
ー
和
平
実
現
に
駆
け

る
一
日
本
人
の
挑
戦
」（
集
広
舍
）
ビ
ル
マ
で
少
数
民
族
の
救

援
と
農
業
指
導
に
長
年
取
り
組
む
。

日
　
時
：
一
〇
月
二
〇
日
（
月
）
午
後
六
時
半
開
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
時
開
会

場
　
所
：
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ス
タ
ー
会
議
室
四
谷

　
　
　
　

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一-

八-

六 

ホ
リ
ナ
カ
ビ
ル

参
加
費
：
一
〇
〇
〇
円

【
10
月
18
日
福
岡
】

「
ア
ジ
ア
に
自
由
と
独
立
を
！
　
福
岡
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

福
岡
に
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
リ
ー
ダ
ー
達
が
集
結
し
ま
す
！

チ
ベ
ッ
ト
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
ウ
イ
グ
ル
）、
南
モ
ン
ゴ
ル
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
…
…
。
福
岡
と
い
う
地
方
都
市
で
は
か
つ

て
な
い
規
模
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
す
。

い
ま
ア
ジ
ア
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
!?

こ
れ
か
ら
日
本
は
何
を
為
す
べ
き
な
の
か
!?

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
何
な
の
か
!?

か
つ
て
、
こ
の
福
岡
の
地
は
ア
ジ
ア
独
立
運
動
の
一
大
拠
点
都

市
で
し
た
。
欧
米
の
植
民
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ア
ジ
ア

を
独
立
さ
せ
解
放
す
る
た
め
に
、
多
く
の
ア
ジ
ア
の
志
士
た
ち

が
こ
の
福
岡
の
地
に
集
ま
り
、
そ
し
て
福
岡
の
志
士
た
ち
が
惜

し
み
な
く
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
辛
亥
革
命
の
孫
文
な
ど
が
有

名
で
す
が
、
実
際
に
は
ア
ジ
ア
全
地
域
か
ら
集
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

い
ま
ア
ジ
ア
に
は
ま
た
新
た
な
覇
権
主
義
・
拡
張
主
義
の
下
で

苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
大
勢
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
は
ほ

ん
の
一
部
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
と
い
う
よ
り
も

事
実
上
何
も
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
に
等
し
い
状
況
と
も
言
え
ま

す
。
こ
の
１
０
月
１
８
日
（
土
）
は
画
期
的
な
日
と
な
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
達
の
声
を
じ
か
に
聞
き
、
共
に
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

講
師

ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ
（
チ
ベ
ッ
ト
出
身
・
桐
蔭
横
浜
大
学
教
授
）

イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
ィ
（
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
身
・
日
本
ウ
イ
グ

ル
協
会
代
表
）

オ
ル
ホ
ノ
ド
・
ダ
イ
チ
ン
（
南
モ
ン
ゴ
ル
出
身
・
モ
ン
ゴ
ル
自
由
連

盟
党
党
首
）

ア
シ
ン
・
ヴ
ァ
ヤ
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
・
四
方
僧
伽
ビ
ル
マ
代
表
）

チ
ェ
リ
ー
ダ
・
タ
ジ
ェ
ロ
エ
ン
ス
ッ
ク
（
タ
イ
出
身
・
ピ
ー
プ
ル

ズ
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
代
表
）

井
本
勝
幸
（
福
岡
出
身
・
ビ
ル
マ
民
族
統
一
連
邦
評
議
会
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

浦
辺
登
（
福
岡
出
身
・
作
家
）

日
　
時
：
十
月
一
八 

日
（
土
）
開
場
一
二 

時 

開
会
一
三 

時

会
　
場
：
都
久
志
会
館
・
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
四
丁
目
八
―
一
〇

参
加
費
：
一
〇
〇
〇
円

連
絡
先
：
夢
・
大
ア
ジ
ア

　
　
　
　

電
話 

０
９
２
―
２
６
３
―
８
０
８
５

共
　
催　

一
般
社
団
法
人 

ア
ジ
ア
自
由
民
主
連
帯
協
議
会

　
　
　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

夢
・
大
ア
ジ
ア
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八
月
三
一
日
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で

は
懸
案
だ
っ
た
平
成
二
十
四
年
度
決
算
が
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
る
と
共
に
、
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
、
難
民
救
援
の
必
要
性
を
中
心

に
イ
リ
ハ
ム
会
長
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
他
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
年
内
に
再
び

討
議
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。ウ

イ
グ
ル
で
は
様
々
な
悲
惨
な
報
道
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
十
月
二
五
日
、
本
号
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
ウ
イ
グ
ル

の
偉
大
な
伝
統
文
化
で
あ
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
文
化
の
一
つ
の
総
合
芸
術
と
も
言
う
べ
き

十
二
ム
カ
ー
ム
が
日
本
初
の
全
訳
で
出
版
さ

れ
ま
す
。ぜ
ひ
、書
店
な
ど
で
お
求
め
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
ウ
イ
グ
ル
の
文
化
が
漢
民
族

の
そ
れ
と
は
違
っ
た
独
自
の
発
展
を
し
て
き

た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す

（
編
集
部
）

　

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
、
ウ
イ
グ
ル
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
す
べ
て

の
方
々
に
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
当
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
国
内
の
抗
議
活
動
や
学
習
会

だ
け
で
は
な
く
、中
国
政
府
の
弾
圧
と
民
族
絶
滅
政
策
に
よ
り
、第
三
国
に
出
国
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
ウ
イ
グ
ル
難
民
の
救
援
を
主
要
な
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
当
会
代
表
の
イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
イ
は
、
様
々
な
善
意
の
方
々
の
匿

名
の
寄
付
や
、
現
地
の
人
権
活
動
家
の
ご
協
力
を
得
て
、
彼
ら
ウ
イ
グ
ル
難
民
と
何
度
も
対
面
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
過
去
に
ウ
イ
グ
ル
難
民
が
何
度
も
第
三
国
で
逮
捕
さ
れ
て
中
国
に
強
制
送
還
さ
れ

た
事
例
が
あ
り
、
彼
ら
の
生
命
の
安
全
の
た
め
に
こ
の
情
報
を
殆
ど
公
開
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ウ
イ
グ
ル
難
民
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
の
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
根
本
的
な
問
題
は
、
中
国

で
は
最
早
ウ
イ
グ
ル
人
が
ウ
イ
グ
ル
人
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
自
分
が
、
家
族

が
、子
供
た
ち
が
、自
由
に
自
分
の
民
族
の
誇
り
と
信
仰
を
抱
い
て
生
き
て
行
く
た
め
に
、彼
ら
は
様
々

な
手
段
で
国
境
を
越
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

彼
ら
は
第
三
国
に
於
い
て
は
不
法
越
境
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
収
容
さ
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
し
て

彼
ら
の
生
活
費
は
、
あ
る
国
で
は
日
本
円
に
し
て
一
日
当
た
り
15
円
ほ
ど
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
特
に
、

罪
も
な
い
子
供
達
や
妊
婦
が
、
不
慣
れ
な
環
境
の
中
で
健
康
を
害
し
て
い
る
も
の
も
い
る
の
が
現
状
な

の
で
す
。

　

充
分
情
報
を
お
伝
え
で
き
な
い
の
が
心
苦
し
い
の
で
す
が
、
こ
の
難
民
た
ち
の
現
状
を
何
と
か
改
善

し
、
ま
た
彼
ら
が
希
望
す
る
国
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
日
本
で
で
き
る
だ
け
の

支
援
体
制
を
取
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

景
気
も
い
ま
だ
十
分
な
回
復
の
無
い
中
、
ご
無
礼
な
お
願
い
と
は
重
々
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
な

に
と
ぞ
、
左
記
口
座
に
ウ
イ
グ
ル
難
民
へ
の
ご
支
援
と
し
て
、
皆
様
の
浄
財
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ウ
イ
グ
ル
難
民
支
援
口
座　
ウ
イ
グ
ル
難
民
救
援
基
金
（
ウ
イ
グ
ル
ナ
ン
ミ
ン
キ
ュ
ウ
エ
ン
キ
キ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
　
記
号
１
０
０
４
０　
番
号
３
７
０
１
２
６
８
１

他
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
の
場
合
は　
店
名
・
店
番
〇
〇
八
（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
ハ
チ
）　
口
座
３
７
０
１
２
６
８

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会　

代
表　

イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
イ

こ
の
口
座
へ
の
入
金
は
ウ
イ
グ
ル
難
民
へ
の
支
援
に
の
み
限
定
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
よ
り
緊
急
の
お
願
い

編集後記

ウ
イ
グ
ル
難
民
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

しばらく事務処理が滞り、会費納入のお願いが遅れていましたことを
お詫びいたします。

事務所維持、活動経費、またこのニュース印刷費を含む様々な経費は
皆様方会員の会費並びにご寄附により成り立っています。当協会の活動
は、現地で苦しむウイグル人を助けるためにはまだまだ十分ではありま
せんが、この日本におけるウイグル支援運動を維持するために皆様方の
会費納入、また浄罪のご寄附をなにとぞよろしくお願いいたします。

日本ウイグル協会 会費納入のお願い

ゆうちょ銀行から振込みの場合
ゆうちょ銀行 記号 10230　番号 21164361
トクテイヒエイリカツドウホウジン ニホンウイグルキョウカイ 
他行から振込みの場合
ゆうちょ銀行 店番（店名）028　番号 2116436
トクテイヒエイリカツドウホウジン ニホンウイグルキョウカイ
※ゆうちょ銀行の店番は「ゼロニハチ」と入力ください。

日本ウイグル協会振込口座


